
基本目標

施策

１次評価　（プロジェクト推進担当課長）

プロジェクト 子ども・子育て家庭への切れ目ない支援実現プロジェクト
該当予算
事業数 A B C D

01 子育て世代包括支援センター 2 ●

02 地域医療連携推進事業 1 ●

03 要支援児童への対応 1 ●

１次評価 継続推進 見直し（要改善） 休止・廃止

プロジェクト
該当予算
事業数 A B C D

01 保育サービス充実事業 3 ●

02 地域子育て推進事業 1 ●

03 地域子育て環境づくり事業 1 ●

04 要支援児童への対応 1 ●

05 放課後児童対策事業 1 ●

06 家庭・地域・学校の協力連携事業 1 ●

１次評価 継続推進 見直し（要改善） 休止・廃止

実施計画事業

二宮町総合戦略評価シート（30年度実績）

若い世代の結婚・出産・子育ての希望を叶え、子育てを楽しめる環境をつくる

子育て世代を見守り、支えるための妊娠期、出産期、育児期における切れ目ない支援と環境づくり

プロジェクト担当課長 子育て・健康課長

平成30年度の
取り組み

成　果

・平成30年度より「にのはぐ」と児童相談が同一部署になったので早期対応が可能となっ
た。

課　題

①同じ家庭を長期間（妊娠期から18歳まで）に渡り関わりを持つことが増えてきている。

改善点（課題番号に対応）

①専門職の長期配置が必要。

プロジェクト担当課長 子育て・健康課長

子どもを安心して預けることのできる保育・子どもの居場所づくりプロジェクト

実施計画事業

平成30年度の
取り組み

成　果

・平成31年４月より子育てサロン及び一時預かり事業（一部）を運営委託するための準備を
行なった。
・子ども・子育て支援事業計画の改定を行うため、子育て世代にアンケート調査を実施。
・4月より病後児保育事業が利用開始。

課　題

①保育士、学童支援員、任せて会員（ファミサポ）の確保
②病後児保育の利用促進

改善点（課題番号に対応）

①保育士確保の方策（補助金交付など）の検討を行う。
②幼稚園や保育園にチラシの配布を行っているが、改めて広報活動に努める。
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２次評価　（施策主管部長）

指標名：

継続推進 目標値の見直し 指標の見直し

指標名：

継続推進 目標値の見直し 指標の見直し

指標名：

継続推進 目標値の見直し 指標の見直し

子ども・子育て家庭への切れ目ない支援実現プロジェクト の成果について

KPI達成に有効であった KPI達成に有効とは言えない

子どもを安心して預けることのできる保育・子どもの居場所づくりプロジェクト の成果について

KPI達成に有効であった KPI達成に有効とは言えない

施策： の成果について

地方創生に非常に効果的であった 地方創生に相当程度効果があった

地方創生に効果があった 地方創生に対して効果がなかった

施策主管部長 健康福祉部長

重要業績評価指標
（KPI）について

子育て環境に対する町民の評価（加重平均）

基準値 H28 H29 H30 H31 目標値

0.18
0.30

H29ｱﾝｹｰﾄ
0.21

H30ｱﾝｹｰﾄ
0.00

H31ｱﾝｹｰﾄ
0.50以上

達成状況に関する分析

　町民の評価は下降しており基準値を下回ったことから、更なる取り組みが必要である。

「目標値の見直し」もしくは「指標の見直し」を選んだ場合の見直し案

年少人口割合

目標値

10.7% 10.8% 10.7% 10.5% 10.2%

基準値 H28 H29 H30 H31

達成状況に関する分析

　年少人口割合は減少傾向にあるものの、目標値は達成しており、引き続き取り組む。

「目標値の見直し」もしくは「指標の見直し」を選んだ場合の見直し案

待機児童数

目標値

10人 5人 １人 0人 0人

基準値 H28 H29 H30 H31

達成状況に関する分析

　平成31年4月現在の待機児童は0人で目標を達成したが、年度途中での待機や新たな保育
ニーズの増加に対応するため、引き続き取り組む。

「目標値の見直し」もしくは「指標の見直し」を選んだ場合の見直し案

２次評価

説明

　子育て世代包括支援センター「にのはぐ」と児童相談を同一部署に編成したことにより、
従来にも増して切れ目のない支援を進めることができた。

説明

　民間保育所、民間学童保育所の新設や、子育てサロン、一時預かりの民間委託による拡充
に取り組んだことにより、保育環境の充実を図ることができた。

子育て世代を見守り、支えるための妊娠期、出産期、育児期における切れ目ない支援と環境づくり
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外部評価　（二宮町政策評価委員会）

地方創生に非常に効果的であった 地方創生に相当程度効果があった

地方創生に効果があった 地方創生に対して効果がなかった

意見

今後の方針　（二宮町総合戦略推進本部）

子ども・子育て家庭への切れ目ない支援実現プロジェクト

拡充 継続推進 見直し（要改善）

休止もしくは中止 終了

拡充 継続推進 見直し（要改善）

休止もしくは中止 終了

事業効果について

　施策「子育て世代を見守り、支えるための妊娠期、出産期、育児期における切れ目のない
支援と環境づくり」について、目標達成に向けた進捗は、事業開始前より前進しているがKPI
達成状況などは芳しくないため、施策の一部改善を含め、さらに力強く推進する必要があ
る。
　子育て支援施策として、病後時保育事業の実施や子育て包括支援センターの設置など、取
り組みは着実に進めているほか、他の市町で懸案となっている待機児童問題について、平成
31年４月現在で０人の目標値を達成していることは評価できる。
　しかし、子育て世代の満足度が低いため、ニーズの把握をきちんとしたうえで、事業を展
開していく必要がある。

各プロジェクトの
今後の方針

子どもを安心して預けることのできる保育・子どもの居場所づくりプロジェクト の今後の方向性について

○子ども・子育て家庭への切れ目ない支援実現プロジェクト
・同じ家庭との長期間（妊娠期から18歳まで）の支援の増加に伴い、専門職の長期配置等の
支援体制を検討する。

○子どもを安心して預けることのできる保育・子どもの居場所づくりプロジェクト
・保育士確保の方策の検討を行う。
・引き続き幼稚園や保育園へのチラシの配布を行うなど、病後児保育の利用促進のための広
報活動に努める。

○共通事項
・KPI「子育て環境に対する町民の評価」が低いため、ニーズの把握をきちんとしたうえで、
事業を展開していく。

の今後の方向性について
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